
清須市立図書館の利用実績について 資料　２－２

１．登録者数（8月31日現在：人） 4．世代別登録者数（8月31日現在：人）

新規登録者 4,702 女性 男性 計 
旧カード所持者 1,788 入学前(0歳‐5歳) 154 157 311
　　計 6,490 小学生(6歳‐12歳) 775 610 1,385

中学生(13歳‐15歳) 216 169 385
高校生(16歳‐18歳) 80 46 126
19歳-22歳 51 31 82

＊旧カード発行者数 3,901 23歳‐29歳 154 55 209
30代(30歳‐39歳) 960 333 1,293
40代(40歳‐49歳) 750 376 1,126
50代（50歳-59歳） 308 231 539
60代前半(60歳‐64歳) 198 166 364
60代後半(65歳‐69歳) 166 161 327
70代(70歳‐79歳) 125 176 301
80歳以上 14 28 42

　計 3,951 2,539 6,490

２．地区別登録者数（8月31日現在：人） 5．貸出実績（7月7日～8月31日：点）

春日地区 1,517 蔵書数 貸出数
清洲地区 2,074 一般書 69,431 19,479
新川地区 1,283 児童書 28,548 24,249
西枇地区 884 参考・郷土 4,687 42
在勤・在学・市外 732 視聴覚 1,699 2,438
　　計 6,490 文庫 5,487 1,401

雑誌 1,320 1,549
　計 111,172 49,158

*蔵書数は8月31日現在

３．男女別登録者数（8月31日現在：人） ６．開館後2ヶ月の運営所感

男性登録者 2,539
女性登録者 3,951
　　計 6,490

＊新規登録割合から、市民の新図書館への関心の高さが伺われる。
＊市人口に対する登録割合は今後とも漸増すると予測される。

＊図書館から遠くなるほど登録率が低くくなるものの、全域から万遍なく
　訪れていることが読み取れる。

＊登録者全体では女性の方が多い。

＊３０代、４０代の層が厚いのは小・中学生以下の親の世代で、親子で同
　時に登録しているケースが多いためである。

＊児童開架コーナーを充実したこともあり、児童書の利用が多く約半分を
　占めている。

＊周辺の類似施設と比較して、全体的に空間構造が「ゆったり」としており、利用する上で窮屈な感じを与えない。

＊旧図書室にあった多くの閉架資料を、新図書館でその約９割を書架に並べることで、直接手にとって見ていただくことが
　でき、蔵書数１１万冊の満足感が得られている。

＊図書館がなかった地域性によるものとも思われるが、図書館の利用について、初歩的な質問が開館当初は多かった。

＊登録層（親子世代、高齢者層）にも反映されているが、車による家族ぐるみの来館者が非常に多い。

＊指定管理者制度により、有資格者（司書）が充実され、利用者ニーズの把握とサービスの向上が図られてきた。
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